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ケアキャビネット システム概要

・厚生労働省の「医療情報システムの安全管理に関するガイドライン 」に準拠した安全な環境で、

多職種の連携を行う事ができるクラウド型の情報共有システムです。

・写真や動画、電子書類の共有により、即時性・同時性を兼ね備えた多職種の情報共有が可能となり、

個々の状況や変化に応じた連携を支援しています。
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ケアキャビネット 医療情報システムの安全管理に関するガイドラインに対する対応
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１．外部と個人情報を含む情報を交換する場合の安全管理として、
クライアント証明書を利用したTLSクライアント認証

①TLSによる暗号化を用いたHTTPS通信環境

②クライアント証明書をインストールした端末のみ
システム利用が可能

情報
暗号化

利用機器

特定

２．安全な国内データセンターのクラウド型システムでデータ管理

① ID・パスワード管理による情報参照者の特定

②参照権限操作による情報開示範囲の管理

③クラウド型システムによる情報参照の一括ログ管理

参照者
特定

参照履歴
管理
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ケアキャビネット 機能紹介 – 様々な形式の記録情報を一元管理 –

・療養者の記録や関連する各種書類（WORD・EXCEL・PDF等）等、様々な形式の記録情報を１画面で管理

できます。日常の写真や動画も他の記録情報と一緒に時系列で参照できます。

・スマートデバイス（iPad・iPhone等）にも対応しています。
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記事参照画面（パソコン表示） 記事参照画面（ iPad・iPhone表示）

訪問時の記録

訪問時撮影の
写真

生活状況の
動画

指導書類を写真
撮影した画像

情報共有書類
（EXCEL）

記事入力と一緒に
写真・動画を添付

過去の記事を
参照しながら入力

タブレットを活用して
記事の音声入力も可能
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ケアキャビネット 機能紹介 – 利用者毎の参照権限管理 –

・対象者の基本情報を登録することでケアキャビネットで利用可能になります。

・患者登録後に、対象者をどの職員が記事参照・登録を可能にするかの権限設定登録を行う事で、指定した

職員間での情報共有ができます。
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患者登録画面

氏名・性別等の基本情報を登録します。
初期登録時は、登録した職員のみ
参照可能となります。

登録した対象者に対して、
権限設定業務より
共有したい職員を選択して
追加する事で対象者情報を
特定の職員間のみで共有する
事ができます。

権限設定登録画面
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ケアキャビネット 機能紹介 – 共有情報登録時の通知機能・既読管理 –

・記事登録後は、誰がその日の記事を閲覧しているか既読確認ができます。

既読状況を確認して、必要に応じて電話連絡を行う等の状況判断を支援します。

・記事登録時には関係者に登録した事をメールで通知することができます。
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記事参照画面 既読職員一覧画面

登録された記事に対して、
職員毎に既読確認ができます。

登録したことを関係者に
メールで案内する事ができます。

メール送信対象者選択画面

共有されている職員の
既読状況を数字で表示
（関係者６人中４人が既読済等）
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ケアキャビネット 機能紹介 – 多職種の訪問予定管理 –

・療養者に対しての日々の予定情報（訪問・通院等）を登録して関係者間で情報共有することができます。

登録時に予定を作成した事の案内メールの通知を行う事もできます。

・予定に関する電子ファイルを添付して指示書・報告書等の情報共有もできます。
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各職種の訪問予定・イベントを
登録する事で療養者の予定を
一元管理できます。

予定表画面 予定登録画面

複数患者への一括登録、
予定登録時に関係者への
案内メールの送信が可能です。
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ケアキャビネット 機能紹介 – チャット機能を活用した職員間の情報共有 –

・電子会議室として複数人で１つのグループを作り、そのメンバー間でチャットを行うことができます。

投稿記事に対しての既読状況の確認やファイルの添付、投稿時のメール通知もできます。
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チャットルーム画面

WORD・EXCEL・PDF等の
電子書類や写真・動画等を
一緒に登録できます。

投稿した資料に関しての
コメントも一緒に記載
できます。

複数職員で共有するグループ宛、
１対１の個人宛のチャットが
利用できます。

グループチャットに
参加している個人毎に
既読確認ができます。

チャットグループにメンバーを
追加すると追加される前の
過去記事も参照できます。



Copyright 2023 Ryobi Systems Co., Ltd. All Rights Reserved.

ケアキャビネット 機能紹介 – 利用職員向けお知らせ・掲示板 –

・利用職員様向けにお知らせや掲示板が利用できます。

・管理者からの利用者全体の案内や、利用職員様がカテゴリ毎に分類して掲示板として投稿できます。

・投稿時にはファイル添付やメール通知ができます。掲示板の投稿に対しては、質問等の返信ができます。
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お知らせ・掲示板画面

カテゴリに分類して
掲示板への投稿ができます。

掲示板編集画面

掲示板投稿時に
利用者にメール通知ができます。

掲示板投稿時に
ファイル添付ができます。



Copyright 2023 Ryobi Systems Co., Ltd. All Rights Reserved.

ケアキャビネット 機能紹介 – WEB会議システム –

・ケアキャビネットが利用できる全ての機器でWEB会議システムが利用できます。
・パソコン・iPad・iPhoneで利用可能です。（ソフトのインストール（無料）が必要です）
・「医療情報システムの安全管理に関するガイドライン」に対応している環境となるため、退院時の
カンファレンス等、診療報酬・介護報酬算定にも活用可能です。
・リハビリの担当者会議や、転院先病院と患者家族との面談等でも活用しています。
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【パソコン利用時】 【iPad・iPhone利用時】

2018年度診療報酬改定より、リアルタイムでの
コミュニケーションが可能な機器を用いて他施設との
カンファレンス・退院支援カンファレンスに参加した
場合でも、算定可能になっています。
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ケアキャビネット 機能紹介 – 救急情報の情報共有 –

・１画面で患者情報の概要を把握する連携情報画面（救急搬送時等に参照） を活用して多職種で通常時に
共有している情報を、救急情報として迅速に把握する事ができます。
・A４縦１枚の形式で印刷ができますので、印刷して患者宅へ定期的に配布しておく等、状況に応じて
電子と紙を併用しながら活用ができます。
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印刷が可能です。

（A4縦１枚）

患者連携情報画面

ICTと紙媒体の併用で、緊急時に必要な情報共有を
柔軟に行う事ができます。
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ケアキャビネット 機能紹介 – 文書作成支援 –

・多職種で共有する情報提供書等の書類作成時に、ケアキャビネットで共有されている

プロファイル情報を自動反映させて書類作成の効率化、二重記載の削減を支援します。

・ケアキャビネット上に電子書類を登録する事で、複数施設への情報伝達削減を支援します。
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プロファイル登録画面

①iPad・iPhone等を利用して、
訪問時に患者プロファイル
（アナムネ情報等）の登録が
できます。

②医療機関や介護施設等との情報連携時に
作成する情報共有書をケアキャビネット
からダウンロードする時に、事前に登録
を行ったプロファイル情報が自動反映
されます。

③ケアキャビネット上に書類を登録する事で、
担当者会議等打ち合わせを行う前の事前
確認等迅速な情報共有ができます。

情報共有書 雛形ダウンロード画面 記事参照画面
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ケアキャビネット 機能紹介 – 施設状況管理 –

・連携施設間の受入可否状況の可視化ツールとして施設状況管理機能を提供しています。
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施設状況一覧画面 施設状況（施設毎）画面 施設予定情報登録画面

施設毎の受入状況を
リアルタイムに
確認できます。

カレンダー形式で
施設毎の空き状況を○△×や
人数表示ができます。 空き状況（○△×の記号）の

選択・空き人数が入力できます。
日付（登録日）を選択すると、
日毎のコメントが登録できます。
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【活用事例】医療機関・介護事業所間での画像・動画による情報連携

・入院中の生活状況を退院後の施設に情報提供する事で、退院後のフォローや施設へのお願い（継続的な

リハビリ指導等）を複数施設間で効率的に共有する事ができます。

・デイサービスでの食事内容等、口頭では細部まで伝える事が難しい情報を画像や動画を使って情報共有を

行う事ができ、医師の判断が必要な時にも有効に活用できます。
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居宅介護支援事業所

訪問介護事業所

通所介護事業所

【共有情報】
・デイサービスの利用時の状況
（サービス拒否の有無等）
・サービス利用時の水分摂取量や食事量
・空調管理状況等

【共有情報】
・訪問時の様子、本人の訴え等
・医療情報
①本人の医療受診状況
②血液検査の結果
③家族の入院期間等

病 院

【共有情報】
・入院中のリハビリ状況
・家族との関係
・退院後の注意点等 【共有情報】

・自宅での様子（動画）
・服薬状況（写真）
・表情（動画）、バイタル関連情報



Copyright 2023 Ryobi Systems Co., Ltd. All Rights Reserved.

【活用事例】介護施設と訪問診療医との日常生活状況の共有

・介護施設からバイタル情報等日々の情報を訪問診療医に随時情報提供する事によって、訪問前の状況確認や

状態の変化に応じて臨時訪問の判断等を行う事が可能となります。

・共有された電子情報からの確認のため、お互いの都合の良い時に情報確認が可能となり、緊急を要さない

情報通達の手間が削減されます。
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訪問診療医介護施設

【共有情報】
・訪問時の様子、本人の訴え等
・状態確認による臨時指示
・訪問前の状態確認依頼

患者プロファイル時系列表示画面

【共有情報】
・日々のバイタルデータ
・ADL状態の経過
・日常のケアで気になる事等

日々の生活状況を情報共有する事で、
訪問時に行った投薬や処置の効果を
定期的に確認ができます。

状態入力テンプレート
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【活用事例】直接連携を行っていない施設間の情報共有

・医師と薬局との連携情報（最近の服薬指示等）等、ケアマネジャーが直接関連していないが情報として

共有して欲しい情報を、ケアキャビネット上で医師と薬局の連携内容を情報収集（薬剤情報提供書等の

書類や、服薬の写真等）する事で、最新の状況を把握し、ケアプランの立案や患者説明に活用しています。
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【訪問薬剤管理指導報告書】

【訪問時に確認した服用中の薬】



Copyright 2023 Ryobi Systems Co., Ltd. All Rights Reserved.

【活用事例】保健師とかかりつけ医との医療的ケア児に対しての情報共有

・医療介護連携にとらわれない多職種連携をケアキャビネットで活用されています。

・「医療的ケア児」に対しての保健師・かかりつけ医の対応記録をケアキャビネット上で行う事等、

自治体と医療機関との情報共有の効率化を支援しています。
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かかりつけ医保健師

【共有情報】
・定期受診時の診療情報
・予防接種情報
・保健師からの情報提供に関しての
アドバイス等

【共有情報】
・健診受診の情報
・育児相談の内容等
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【活用事例】歯科医との患者状態・治療計画等の情報共有

・日常ケアを行っている訪問看護師と、歯科医・かかりつけ医と普段の食事摂取状況や、訪問時の口腔状況

（写真等）を共有する事で、在宅での口腔ケアや栄養障害への対応を効率よく行う事ができます。
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かかりつけ医

訪問歯科医

訪問看護ステーション

【共有情報】
・訪問時の処置内容
・口腔ケアや摂食嚥下指導等の治療計画

歯科医の訪問前に
写真で情報共有

治療計画の情報共有

かかりつけ医との
情報交換

【共有情報】
・訪問時の状態報告（写真等）
・食事摂取状況

【共有情報】
・歯科医への訪問相談情報
（診療情報提供書等）
・定期診察時の患者状態等
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ケアキャビネットが目指す姿 - 多職種連携を支える情報共有基盤の構築 -

多職種で情報を共有する事により、医療・介護従事者、行政機関のみならず地域の住民も多くのメリットを

享受し、住み慣れた場所で暮らし続ける事ができる環境構築を目指します。
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消防局

地域医療支援病院

歯科診療所

訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ

居宅介護支援事業所

かかりつけ薬局

自治体

介護サービス施設

かかりつけ医

患者の過去の診療
情報が確認できる

入院中の状況や
専門医からの
情報が確認できる

普段の服薬状況が
確認できる

定期的に口腔ケアの
状況確認ができる

紹介・逆紹介時の
情報不足がなくなった

患者情報の収集が
楽になった

夜間救急でも
かかりつけ医の
情報が確認できる

病名が確認できるので

正確な服薬指導が
できるようになった

施設をまたいで
服薬の履歴が
把握できる

医師との連絡が
楽になった

正確な服薬状況が

確認できる

関係施設毎への
状況報告が楽になる

医師に連絡しなくても
情報を確認できる

直接関係していない
職種間の対応状況が
把握できる

各種申請書類の
電子化で情報伝達が
楽になった

救急搬送時に
最新の患者状況が
確認できる

救急入院時の状況報告が
多職種で情報共有できる

適切な介護ケアが
実施されているか
確認できる

かかりつけ医と
入院した病院の間で
情報が共有される 病状説明の手間が

減った

急な受診でも
医療機関に自身の
状態を把握して
もらえる

医療と介護で途切れる事無く
診療を受ける事ができる

検査の繰り返しが
避けられる

服用薬の重複が
なくなった

保険指導・健診受診状況を

共有して住民の未病対策へ

住み慣れた場所で安心して
暮らし続けることができる

住 民




